






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































たされた山地 間が， 民の生活 間において
どのように 間的に構成されているかを明らか
にしようと試ふた。結果的には，土地分類に表
われた平板な環境区分を描き出し，それと各種
環境利用とのかかわりから 間配置の模式図を
提示したにとどまり，そこに承られる全体の
３８） 
「意味」や「構造」にまでは言及でぎなかつﾌﾟt二･
しかし山地の環境利用を上記の観点にたって
考察を行なった研究はまだまだ少なく，適切な
事例研究さえもあまりふられない。人間一環境
関係がダイレクトに反映されてくる環境利用は,
生活 間の構造的理解をすすめるうえで重要な
対象であり，本稿でとりあげた観点だけでなく
さらに多様な観点からの研究が行ないうるし，
またそれがなされねばならない。本稿がそのよ
うな事例研究の一つとして役立てれば幸いであ
る。
Ｖおわりに
以上，小川内における明治～大正期の伝統的
環境利用について，その概略を記載し，地名か
ら抽出した環境区分と各種環境利用との対応関
係を明らかにし，それらに基づき環境利用の全
体的 間配置を描き出した。
環境利用研究のアプローチは様々である。本
稿ではとりあげなかったが，ほかにも資源の性
３３） 
質から矛Ｉ用形態を論じたものや，伝統的な文化
３４） 
生態論的視点などのアプローチカミある・しかる
に本稿は，山地の環境利用を理解するにあたっ
て，その主体性すなわち 民の主体的働きかけ
としての環境利用という点に視点を絞った。従
来の環境利用研究においては，もっぱら「純粋
３５） 
外界」としての環境と人間との関係;をご扱ったも
巳ｕｐｌｎｅｎｅｎＲ２
ａｖｅｌｎｃｏｍｍｏｎ：ObservationsoncommunaltenureinaSwissviUage，， ﾕｱＺ旦仁ＤＺＤｐ
〕、．」ｄＤ－１４ｂ
Dyson-Hudson，Ｒ、ａｎｄSmith，ＥＡ.，‘HumanTerritoriality：Anecologicalreassessment，，Ａ"zeγｊｃａ〃Ａｊｚ妨勿‐PoJqgisf80，1978,ｐｐ,２１－４１． 
３４）大貫良夫「アンデス高地の環境利用一垂直統御をめぐる問題一｣，国立民族学博物館研究報告３－４，１９７８，７０９－７３３頁。
山本紀夫「中央アンデス南部高地の環境利用一ペルークスコ県マルカパタの事例より－｣，国立民族学博物館研究報告５－１，１９８０，１２２－１８９頁。
MdrioHiraoka，‘FIoodplainfarminginthePeruvianAmazon'，C2qg⑩ｈｉｃａＪＲｅＵだ〃q/・〃α'Z（Se汎Ｂ）58-1,1985,ｐｐｌ－２３、
謂鵬鍬麗薑鞭翻騨=顛倒聯著『生態地理学』朝倉書店''981)順。
36）山野正彦「 間構造の人文主義的読解法一今日の人文地理学の視角一｣，人文地理31-1,1979,46-68頁。
37）本稿での目的はあくまで 民の環境利用に対する理解であり，一部人文主義者が現象学に依拠して行なっているような，我点自身の経験に対する問いかけではない。
38）櫛谷圭司「 間の『意味』の構造と構造主義の方法｣，人文地理36-3,1984,266-277頁。
－５４－ 
Ｐ 
脊振山麓東脊振村における伝統的環境利用（中島） 5５ 
付記本稿は，昭和60年度九州地理学会におい
て発表した内容に加筆修正したものである。なお
現地調査においてお世話になった，武廣勇氏およ
ぴご家族の皆様,小川内の方々そして東脊振村役
場税務課および教育委員会の方汽に心から御礼を
申し上げます。 (九州大学｡院）
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